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福井教区教務所長

竹田裕喜

教区仏教婦人会連盟委員長

教区仏教婦人会連盟「年次大会」

会員物故者追悼法要修行について(ご案内)

謹啓 慈尤のもと、皆様には益々ご健勝にて仏教婦人会活動にご精励のことと拝察致します O

さて、新型コロナウイルスによって世界的に混乱が生じ、これまでより一層の不安とストレ

スを抱えながらの生活を余儀なくされております O 昨年 4月には本願寺より声明が出され、そ

こには「本末大切な人との『つながり』が、今は安心感ではなく 、不安をもたらすものとなっ

てしまっています 。 ~~危機に直面する今だからこそ、私たちは仏教が説< ~つながり』の本

末的な意味とその大切さに気づいて L、〈必要があります」とありました。

私たち福井教区仏教婦人会連盟は、この難局で法灯や伝統を絶やさないために何ができるか、

どのようにすればいいのか、多くの皆禄から意見をいただきながら細心の注意をはらい『年次

大会 会員物故者追悼法要』を、別紙のとおり修行することにいたしました O 今年度も式典を

中止とし、追悼法要を主として行 L、ます O

先に開催しました「みのりの集い」同様、三容を避け、参拝される皆様の健康と安全に万全

を尽くすためにも人数や時間に制限を設けなければなりませんが、この度の活動にご理解とご

協力をいただきたく存じます O

よろしくお取り計らいくださいますようお願 L、申しあげ、ます O
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